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図１　各種材料の分光反射曲線
（増田稔：木材学会誌38巻、P1075-1081：1993）

※本文中片カッコ数字は、巻末P132出典参考
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1：ヒノキ板目突板塗装無 
2：ヒノキ板目突板塗装有 
3：メランチ（赤）まさ目塗装無 
4：チーク板目塗装無 
5：ローズウッドまさ目塗装無 
6：ウルシ仕上げ・朱合塗・春慶塗 
7：W.P.C合板 

  8：コルクタイル・ 
       ワックス焼込み 
  9：畳 
10：絹 
11：石こう 
12：大理石 
13：ステンレス 

縦軸の反射率は、硫酸バリウムの反射を100とした相対値 



図２　木材使用率と「あたたかさ」「自然な」評定値との関係
（増田稔：木材科学講座５「環境」、P64：1995）
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図３　各種材料への接触による自然・快適感の因子得点
（宮崎良文：木材科学講座５「環境」、P69：1995）
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高知県土佐市立波介小学校・心地良い接触感



表１　石油ストーブ採暖時の教室周壁面温度
（橘田紘洋：木造校舎と鉄筋コンクリート造校舎の比較による学校・校
舎内環境の検討・科研費報告書：1992）

＊１：床上1ｍの気温　　＊２：採暖後２時間経過時点 

 採暖前後 室温＊１（℃）  床 （℃） 壁 （℃） 

 前 12.0 12.0 12.5 

    後＊2 18.5 18.0 18.0 

 前 12.0 12.0 10.5  

 後 22.5 14.5 12.5

木造 

教室 

RC造 

図４　木造校舎における机材質の違いによる授業中の子どもの様子
（橘田紘洋：木造校舎の教育環境、住木センター、P60：2004）

石川県羽咋市立瑞穂小学校・衝撃を吸収する木造の床



図５ 低温環境下における床材質の違いによる自覚症状の比較
（天野敦子：木造校舎の教育環境、住木センター、P41：2004）

表２　床材の熱特性
（Etienne Grandjean：住居と人間、鎌田清子他訳、人間と技術社、P282-283：1978）

床仕上材または仕上層 
比      重 
（kg／m3） 

熱伝導率λ 
（kcal／mh℃） 

熱浸透係数 b※ 
（kcal／㎡h1/2℃） 

コルクパーケット 

リノリウム 

オークパーケット 

堅木または類似の仕上げ 

石膏仕上層 

コンクリート仕上層 

無水石膏仕上層 

舗装用アスファルト仕上層 

セラミックタイル 

大理石、花崗岩、玄武岩 
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図６ 和室と洋間における音の減衰
（鈴木正治：木質環境の科学、海青社、P153：1987）
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図８　授業中の子どもの様子－校舎間比較－
（橘田紘洋：木造校舎の教育環境、住木センター、P52：2004）

図７　各種材料の臭いによる快ｰ不快、自然ｰ人工分布
（宮崎良文：木材科学講座5「環境」、P81：1995）
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1：畳 
2：ラベンダー 
3：ヒノキ 
4：スギ 
5：アカマツ 
6：ベイスギ 
7：ベイヒバ 
8：合板（無処理） 
9：合板（処理） 
10：プラスチックタイル 
11：エボキシ樹脂接着剤 

12：酢酸ビニル樹脂接着剤 
13：壁紙用接着剤 
14：アスファルト 
15：ウレタン樹脂塗料 
16：クリアーラッカー 
17：床用ワックス 
18：水性ワックス 
19：防腐剤（原液） 
20：防腐剤（含木材） 
21：壁土 
22：しっくい 

23：コンクリート 
24：ヒノキ材油 
25：タイワンヒノキ材油 
26：ヒノキアスナロ材油 
27：屋久スギ土埋木材油 
28：エンピツジャクシン材油 
29：芳障葉油 
30：シベリアモミ葉油 
31：ジャスミン精油 
32：ジャスミン合成油 
33：室内用芳香剤 



 床付近 66.9 3.7 

 １ｍ高さ 67.3 11.1 

 床付近 70.0 11.2 

 １ｍ高さ 74.1 34.3

湿度80％以上になる 

時間割合（％） 

鉄筋コンクリート造 

校舎２階 

校舎 測定箇所 平均相対湿度（％） 

木造校舎２階 

図９　教師の蓄積的疲労－校舎間比較－
（橘田紘洋：木造校舎の教育環境、住木センター、P56：2004）

図10 冬期における教室床付近の温湿度散布図
（服部芳明：木造校舎の教育環境、住木センター、P21：2004）
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石川県羽咋市立瑞穂小学校・室内環境の安定した木造の教室

表３　木造校舎と鉄筋コンクリート造校舎の相対湿度の比較
（川上日出国：住環境に関する総合調査、住宅部材安全性能向上事
業報告書、住木センター：1990）



高知県土佐市立波介小学校・あたたかみのある木の教室環境図11 インフルエンザによる学級閉鎖割合
（橘田紘洋：木造校舎の教育環境、住木センター、P68：2004）

木造校舎 
鉄筋コンクリート造高木質内装校舎 
鉄筋コンクリート造低木質内装校舎 
 

秋田県能代市立浅内小学校・健康的な木の空間
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図　木の高次構造
（A.W.Robards：木材工業、森林総合研究所監修、P74：2006）

木材の電顕写真（佐伯浩、1982「木材の構造」より）

ミクロフィブリル 
（直径約25nm） 

パラクリスタリンセルロース 
ミクロフィブリル間隙 
（直径約10nm） 

ミセル間隙（直径約１nm） 

ミセル 
結晶格子に配列 
するセルロース鎖 

マクロフィブリル 
（約0.4μm幅） 細胞壁（繊維） 

最小限60nm

約３nm

ミセル 約７nm

セルロース、ミクロフィプリルなどの細胞壁中での配列の模式図



神奈川県横浜市立港北小学校・（上）情報センター（下）校内各所に設
けられた情報コーナー

石川県羽咋市立瑞穂小学校・メディアセンター



高知県土佐市立波介小学校・地域の老人を招いた集い

富山県砺波市立出町小学校・ビオトープ

神奈川県横浜市立港北小学校・鉄筋コンクリート造の教室の木質化



秋田県能代市立浅内小学校・快適な木質の廊下

秋田県能代市立浅内小学校・地域コミュニティの場となる木質の空間



三重県熊野市立有馬中学校・学校林体験学習



福井県越前市立白山小学校・木の家具を使った教室

神奈川県横浜市立港北小学校・線的に木材を活用した「五線譜」

神奈川県横浜市立矢向小学校・あたたかみのある木の空間（デン）



島根県松江市立母衣小学校・地元木工所による低・中・高学年用机・いす

福島県飯舘村立飯樋小学校・落ち着きのある木の教室

福井県越前市立白山小学校・地場産材を使った家具



神奈川県鎌倉市立御成小学校・地域の象徴

福井県立南越養護学校・地域の風土になじんだ校舎



山林（スギ）

新潟県聖籠町立聖籠中学校・住民参加により計画され、その活動拠点と
なっている学校

木材自然乾燥場



多様多様 な個 性 へ の 対 応 
共同 性 ・ 連帯 性 の回 復 

オー プ ン ス ペ ー ス 
教科教教科教 室の充実充実 
・英語 　 　 　 ・数学 
・社会 　 　 　 ・国語 
特別教特別教 室の高機能高機能 再編再編 
・音楽 　 　 　 ・理科 
・美術 　 　 　 ・技術 
図書図書・ 情報情報セ ン タ ー 化 
学校全学校全 体が 教育教育 空間空間 
動線動線の 不特定不特定目的 空間化空間化 
教師教師の 居場所居場所 
生徒生徒の 生活空間生活空間 
学校学校の 安全安全・安心安心 
日常・ 災害時災害時 
地域地域と の連携連携 

地球・ 自自然環然環 境 オ ゾ ン 層 の破壊 
地球温暖化 
異常気象・ 海面上昇 
海水中性化 

長 寿命寿命  化化  
参加型プ ロ セ ス 
ＬＣ Ａ 、 Ｌ Ｃ Ｅ 、 ＬＣ Ｃ Ｏ 2
ライ フ ス タ イ ル改 善 
高耐久躯体 
設備更新 の容易さ 自 然環然環  境境  共生共生  

自然 生態系 の 保全 森の再 生 
エ コ ミュ ー ゼ 　　　 　　 　 身 近 な 自 然 
パー マ カ ル チ ャー 　 　 　 半外部空間の 活用 
ヒ ー ト ア イ ラン ド 対策 　 壁面緑化　 緑 のカ ー テ ン 
ビ オ ト ー プ 屋上緑 化 

豊か な 自 然 環 境 

教育 空間 の 充実 

エネ ル ギ ー 

快適 な 室内 環 境 

環境 を配 慮 し た 
ス ク ールレ ボ リューシ ョン 

省エネル ギギーー  
躯体 環境 基 本性本性 能 
・ 高断熱 外断 熱 
・ 高気密 
・ 日射遮蔽 
・ 蓄熱体 
省エネ 設 備技備技 術 
・ 高効率機器採 用 
ﾌｧ ｼ ﾘ ﾃｨ ﾏﾈ ｼ ゙  ﾒ ﾝ ﾄ 
・ EMS一括環境 ﾏ ﾈ ｼ ゙  ﾒ ﾝ ﾄ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 
・ ﾛ ー  ﾃ ｸ ・ 省力化・省ｾ ﾝｼ ﾝｸ ゙  

自然 エ ネ ルギ ー 利用 
地 域の気候・微 気象の理解 ・活用 
太 陽熱・太陽光 ｴ ﾈ 利用 
大 地の熱利用 
地 下水利用 
雨 水利用 
ク ー ルチ ュー ブ・ホ ッ ト チ ュー ブ 

温熱 環境 （ 暑 さ ・ 寒 さ ） 
輻 射熱利用 
空 気温度・周壁 平均温度 

光 環境環境 （ 明る さ ・ 暗さ ） 
天 空光利用ライ ト シ ェ ルフ 
トッ プ ラ イ ト 
ゾー ン 調 光 

換 気 ・ 通 風（ 涼 し さ ・ 新鮮新鮮 さ ） 
シ ッ クス クー ル 対 策 
外冷気 通風導入 
夜間冷 気導入 
自然空 気 の流れ 
エコ マテ リ ア ル 採 用 

省 資源資源  ・・  循循  環環  
循環 型資源利用 ó 木質空間 
改修 によ る 再 生利用 
耐震 改修 
バイ オ マ ス 利用 
ゼロ エ ミ ッシ ョ ン 
環境 ラベリン グ 

継 承承  
地域 文化・歴史 ・学校理念の 継承 
新し い伝統の 創造 
新し い教育の 開発 

ローコ ス ト 
省エ ネ 

高 度教育 空間 

アメニ テ ィ・文化 

音環 境 （ 遮音遮音 ・ 音 響 ） 
騒音 
遮音 
音響効 果 

色環 境 （ 彩 度 ・ 色 相） 
イメ ー ジ 色 
材料 

床の 弾性 （ け が予 防 ） 
材料 --木質根 太床 

図１　新しい学校づくりの地球環境への配慮
（中村勉）



図２　冬季の廊下北側断熱実験：窓側に立てかけた断熱材

図３　ストーブのある職員室のサーモ映像



図４　自然エネルギーと物質循環
（中村勉）



*建築物のLCAツールver4.0を用いて算出
*サッシ、断熱材、電気・空調・衛生設備に関しては、同じ設定
*木造の屋根の仕上げは瓦
*木造の構造体の材積は平均値（「木の学校選集（文部省）」の2,000㎡以
上の木造校舎の木材使用量による）
図５　単位床面積あたりの建設にかかわるCO2排出量の比較

（中村勉）
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図７　主な外材の輸送消費エネルギー
（平成13年度森林・林業白書）
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図８　輸入材と地域材の調達トータルエネルギー
（藤原敬：「木材工業」vol.55、No.６）

※１：木材のうち、しいたけ原木・薪炭材を除いた用材の状況である。

※２：丸太以外は、丸太換算したものである。

※３：内訳と計の不一致は、四捨五入及び少量の製品について省略したためである。

図６　国産材及び外材（用材）の供給状況2005年
「森林・林業・木材産業そこが知りたい2007」(社)全国林業普及協会





千葉県大多喜町立老川小学校・（上）木造校舎外観（下）校舎に使用し
た全種類の木のサンプル表示



凡例 はい どちらともいえない いいえ 

質問 回答 （数字は％（四捨五入値）） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

床を歩くときすべったり、 
ひざが痛くなったりしますか 

（木質化） 8 23 67

（非木質化） 10 20 70

はだしで床を歩きたくなりますか 

 

（木質化） 29 25 45

（非木質化） 16 22 61

床で寝ころんで 
遊びたくなりますか 

  

（木質化） 2827 44

（非木質化） 15 18 68

床や壁をたたいたりして 
遊びたくなりますか 

 

7 12

（木質化）  4 10 84

79

掃除はしやすいですか 
 

40

36

48

45

11

19

床や壁に愛着を感じますか 
15

5

47

36

36

57

休み時間は教室で 
過ごしたくなりますか  

24

28

44

39

30

32

現在の校舎は、他の学校の 
子供たちに自慢できますか 

 

67

24

23

40

8

36

落ち着いて学校生活できますか 
 

54

52

37

40

8

6

表１　内装木質化前後における学習環境に関する児童・生徒へのアンケート結果
（学校内装木質化が健康に与える影響に関する共同研究（長野県・埼玉県・ときがわ町）から作成）

秋田県能代市立浅内小学校・床の上でのグループ学習



質問 回答 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

（木質化） 

（非木質化） 

8

21

59

57

31

21
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11

36

39

60

49

 

 

435

11

 

48

52

42

 

14

20

46

52

40

28

 

24

37

46

41

30

20

7

20

43

48

48

31

 

 

 

  

  

凡例 よくある 時々ある ほとんどない 

（数字は％（四捨五入値）） 

表２　労働環境に関する教師へのアンケート結果
（学校内装木質化が健康に与える影響に関する共同研究（長野県・埼玉県・ときがわ町）から作成）



秋田県能代市立浅内小学校・木材を使用した普通教室

高知県土佐市立波介小学校・中山間地域にある学校



機械による間伐作業



長野県稲荷山養護学校・地域材（カラマツ）を使った内装

製材品の出荷作業



図１　既存木造施設の計画検討フロー図



埼玉県ときがわ町立荻ヶ丘小学校・改修工事（床組部）

埼玉県ときがわ町立玉川小学校・内装木質化と耐震補強改修した教室



山梨県立北杜高等学校・木をアクセントとして線的に使用した廊下



学校設置者 

地域住民 

子どもたち 

※ワークショップに参加 

保護者 

設計者 

検　討　会 

参加 

開催 

参加 

参加 参加 

学識経験者 

参加 

教職員 

図１　群馬県安中市立九十九小学校校舎改築の検討会メンバ－の構成イメージ

群馬県安中市立九十九小学校・ワークショップの様子 群馬県安中市立九十九小学校・完成された木の校舎



福井県立南越養護学校・外観

福井県立南越養護学校・県産スギ材を活用した内装



図２　福井県立南越養護学校建設に伴う木材調達の協力体制

岐阜県高山市立南小学校・木の小屋組を見せるなど、木を十分に感じら
れる教室仕上げ



高知県土佐市立波介小学校・構造上の工夫による架構

神奈川県鎌倉市立御成小学校・旧校舎から移設し再利用した木造小屋組



木材乾燥作業



木材野積み場

木材乾燥施設





図１　国産材を活用した学校建設の工程表

 

 

 

１年目 ２年目 ３年目 



①伐採の様子 ②木取りの様子

③乾燥の様子 ヒノキのフローリング施工後



材木問屋の林場





秋田県能代市立浅内小学校・規格材の活用

高知県土佐市立波介小学校・杉磨き丸太の列柱、間伐材による杉板下見貼



ミズナラ

広葉樹

クリ

ヤチダモ



針葉樹

ヒノキ

アカマツ

カラマツ



腐朽菌糸が侵入した木材の細胞 腐朽した木材



シロアリによる被害（柱部分）

外部材料の紫外線による劣化（柱ー木製サッシ枠回り）

種類 樹種 

耐腐朽性・耐蟻性が大 ヒバ、コウヤマキ、ベイヒバ 

耐腐朽性が大、耐蟻性が中 ヒノキ、ケヤキ、ベイヒノキ 

耐腐朽性が大、耐蟻性が小 クリ、ベイスギ 

耐腐朽性・耐蟻性が中 スギ、カラマツ 

耐腐朽性が中、耐蟻性が小 ベイマツ、ダフリカカラマツ 

耐腐朽性・耐蟻性が小 アカマツ、クロマツ、ベイツガ 

表１．耐腐朽性・耐蟻性の比較表



秋田県能代市立浅内小学校・ルーフデッキの雨がかりを考慮した大きく
張り出した軒



秋田県能代市立浅内小学校・木造校舎の外装



秋田県能代市立浅内小学校・含浸塗装

埼玉県蓮田市立蓮田中央小学校・掃除、床みがき

岐阜県高山市立南小学校・木製サッシ



岡山県真庭市立美甘小学校・内部木製建具







岩手県遠野市立上郷小学校・地域材による木造学校（エコスクールパイ
ロット・モデル認定）

愛知県豊田市立巴ヶ丘小学校・内装を木質化した鉄筋コンクリート造学
校（エコスクールパイロット・モデル認定）





 



秋田県能代市立浅内小学校・法第22条地域に建てられた木造校舎
（屋根、軒裏で延焼のおそれがある部分は防火構造）
木造２階建、延べ面積1,850㎡（管理棟）

東京都稲城市立若葉台小学校・準防火地域に建てられた木造校舎（燃え
代設計による準耐火建築物）
木造２階建、延べ面積1,058㎡



図１　面積・階数などによる防火上の制限に関するフロー

 





図１　建築物高さなどによる防火上の制限に関するフロー

 

※１主要構造部に木材を用いる場合は耐火性能を有すること
※２面積・階数についても制限がありますので、Q24を参照



山口県山口市立徳地中学校・主要構造部が準耐火構造で、建築物周囲に
３ｍ以上の通路を設けた例



 

図１：防火壁の設置

防火上主要な 
間仕切壁 

防火上主要な 
間仕切壁 

防
火
上
主
要
な 

間
仕
切
壁 

防
火
上
主
要
な 

間
仕
切
壁 

防火上主要な 
間仕切壁 

高知県土佐市立波介小学校・教室、廊下間の防火上主要な間仕切壁（準
耐火構造の壁）

秋田県能代市立浅内小学校・防火壁による区画
木造２階建、延べ面積1,850㎡（管理棟）

図２：防火上主要な間仕切り壁 図３：渡り廊下の木造小屋組隔壁



図４：延焼のおそれのある部分（一棟の場合） 図５：延焼のおそれのある部分（二棟の場合）



 



敷地内通路の幅員　　①建築基準法施行令第128条による通路の幅員（1,000㎡以下の建築物） 1.5ｍ以上
②建築物群同士の間の通路の幅員　3.0ｍ以上
③隣地境界線に接する部分の通路の幅員（1,000㎡を超える建築物） 3.0ｍ以上
延べ面積1,000㎡を超えるが隣地境界線に接する部分の通路の幅員　1.5ｍ以上

図２：敷地内通路（建築物が２棟以上の場合）

図１：敷地内通路
（通路の幅員　①1.5ｍ以上）
延べ面積が1,000㎡を超えるが、3,000㎡以下なので、隣地境界線
に接する部分の通路は、1.5m以上でよい



 

表１　消防法に基づく主な手続き（消防関係法令等から抜粋作成）



表１　延べ面積による消防用設備設置基準一覧（抜粋）
（消防法施行令における学校関連の設置基準から抜粋作成）

表２　無窓階※・地階の床面積による消防用設備設置基準一覧（抜粋）
（消防法施行令における学校関連の設置基準から抜粋作成）
※無窓階：建築物の地上階のうち、総務省令で定める避難上又は消火活動上有効な開口部を有しない階

表３　収容人員※による消防用設備設置基準一覧（抜粋）
（消防法施行令における学校関連の設置基準から抜粋作成）
※収容人員：【教職員数＋児童・生徒・園児数】の合計



 

図１　建築物に作用する荷重の種類（山辺豊彦：建築知識：2002）

表１　荷重継続時間と木材の許容応力度（山辺豊彦）

 　 

 
 

 

  　 

  　 

  　 

  　 　 　 　 

  　 　 　 　 



図２　架構の検討　鉛直荷重時（山辺豊彦）

  
   
 

 
  　 
　 
　 　 
　 　 

 
図３　架構の検討　水平荷重時（山辺豊彦）

  
   
 

　  

　 
　 

　 
　 

 

図１　建築物に作用する水平力と抵抗（山辺豊彦）



 

図１　鉛直荷重と床組の役割
（山辺豊彦：絵解き・住まいを守る耐震性入門　風土社）

図３　軒先の吹上げ（山辺豊彦）図２　床面の変形（山辺豊彦）

 



図３　木材の乾燥による変形
（山辺 豊彦：現場で役立つ建築用木材 木質材料の性能知
識　(財)日本住宅・木材技術センター　2002年10月）

乾燥前 乾燥後 

心持ち板 心持ち角 
（背割りつき） 

心去り角 
（二方まさ） 

心去り角 
（四方まさ） 

板目板 

まさ目板 

図２　含水率
（山辺 豊彦：現場で役立つ建築用木材 木質材
料の性能知識　(財)日本住宅・木材技術セン
ター　2002年10月）

図４　クリープ現象（山辺豊彦）

  

  

  

  

  

  

富山県砺波市立出町小学校・木材と鉄材を組み合わせたハイブリッド梁



 

表１　燃え代一覧表（山辺豊彦）

耐火構造種別 関係法令 集成材 製材 

大規模木造建築物 昭和62年建設省告示第1901、1902号 

準耐火構造 

１時間準耐火構造 平成12年建設省告示第1380号 

2.5㎝ 3.0㎝ 

3.5㎝ 4.5㎝ 

4.5㎝ 6.0㎝ 

平成12年建設省告示第1358号 

図１　燃え代設計の例（山辺豊彦）

図５　未乾燥材と乾燥材のクリープ変形比較実験結果
（信州大学・武田 孝志：軸組構造体のクリープ変形挙動における未
乾燥材と乾燥材の違い）



スギ辺材の蟻食害試験
辺材部（写真手前側）にシロアリ
被害（徳島県森林林業研究所）



 

CCoolluummnn

鉄筋コンクリート造の外観 内装には木材をふんだんに使用



図１　注意が必要な地盤（山辺豊彦：絵解き・住まいを守る耐震性入門　風土社）

CCoolluummnn

図１　関東大震災による木造住宅建物被害率分布（各町ごとに算出）
（望月利男・宮野道雄：日本建築学会論文集第256号）

図２　共振現象（山辺豊彦）



 

 

図１　木材を活用した学校建築の架構形式（山辺豊彦：木の学校：2004から作成）

　 
　 

 

 

 

　 　 
　 　 
　 　 　 
　 　 





 

 



図１　大スパン構造の架構形式（山辺豊彦：木の学校：2004から作成）

 
 



 

 

表１　構造種別と特徴（山辺豊彦）

            

      

    

構造種別 重量 接合 耐火性 
剛性 靱性 
硬さ 粘り 

小 小 

小 

大 

大 

引張は難 

容易 

容易 大 

やや小 

木造 

鉄骨造 

鉄筋 
コンクリート造 

軽い 

重い 

やや軽い 中 中 



RCサイドコア形式の接合部振動台実験 RCインサイドコア形式の構造の検証模型

図１　屋内運動場のハイブリット架構（山辺豊彦）



図１　主な木質材料の製造過程概略図（エンジニアリングウッド日刊木材出版社　1998）
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背割りと干割れ

図　背割りの構造検証（山辺豊彦）

  

 

 



図１　木造の接合形式（山辺豊彦）

接着併用機械的接合の例



図２　ラーメン架構の接合形式（山辺豊彦）
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図２　補修･改修工事の過程（山辺豊彦）

 

 

 

 

 

 

 

     

湿気を防ぐための基礎コンクリートの打設 床組の補強柱の根継ぎ

図１　保全の概念図（日本建築学会：耐久性指針）
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図１　トラスを組み合わせた架構
屋根はキングポストトラス、２階の壁は平行弦トラス、１階のフ
レームは平行弦トラスと力板による合せ梁と方杖
（山辺豊彦：住宅建築：2002.３）

■軸組アイソメ 
　キングポストトラスを補強するための中間支
持点は、合せ梁の直上に来る間仕切り壁を
利用した。 
　この間仕切壁の内部に当初は柱の
み配置していたが、合わせ梁に無
理な荷重がかかることになるため、
平行弦トラスを架構すること
で合理的な荷重分散を図
った。 
　このことは、「トラ
ス構造の建物」

という構造設計主
旨を変更すること
なく、補強すること
ができたと言えよう。
こうして、今回の改
修においては、で
きるだけ先人に敬意を表し、オリジナリティを
損なうことなく、しかも新しいニーズにも応えら
れるような補強にすることが大きなテーマで
あった。 

U型補強金物 

軸組アイソメ 

U型補強金物 

吊り束埋木 

補強ラチス 

間仕切壁内平行弦トラス 

ボルト取替 

合せ梁 

方杖 
補強方杖 

補強 
チョウナハツリ柱 



 

 

埋木 

埋木 

埋木 

埋木 

木栓 70φ 

M8

M8@900

1-M12

1-M12

支圧板 
PL-240x200x25

PC鋼棒 
1-φ23（SBPR785/1030） 

60
60

60

60
60

100
120

55,000

50,900

55,000

50,900

55,000

50,900

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

H14 H15 H16 H17 H18/6 H18/9 H18/12 H19/3 H19/6 H19/9

スギ正角（乾燥材） 
スギ正角 
ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ集成材 

 円/ｍ3

スギ正角（未乾燥材） 
42,500

ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ集成材 
58,500

スギ正角（乾燥材） 
60,800

図３　規格材を使用した軸組の例（山辺豊彦）

（図２、図３：北川原温建築都市研究所：稲荷山養護学校設計図書から）

図４　製材（乾燥、未乾燥材）と集成材の価格推移（農林水産省：木材価格日刊木材新聞）
注：規格は、すべて　10.5×10.5cm 長3.0m
ホワイトウッド集成材は、販売店着価格
スギ正角（乾燥材）は、木材市売市場、木材センター及び木材問屋における小売業者への店頭渡し販売価格

Pc Pa

Pa

Pc

□-120x120
□-120x120

□-120x120

□-120x120

接着剤 
パネルボンドKU
※両面 

構造用合板○18㎜ 
□. 柱―AG1接合部補助材（Pa、Pb）を取り付ける。 

　  AG1―AG2、AG3接合部補助材（Pc）を取り付ける。 

5

長野県　稲荷山養護学校
一般に流通している長野県産のカラマツ120mm角材を中心に用いて、
重ね梁・合板充腹梁・重ね柱などの工夫をしながら大空間を構成

図２　規格材を使用した小屋組の例



CCoolluummnn

接合前の重ね梁

浜北試験場での重ね梁実験（山辺豊彦）

重ね梁の詳細

接合後の重ね梁



三重県熊野市立有馬中学校・新増改築による内装木質化 埼玉県蓮田市立蓮田中央小学校・改修による木質化

 



三重県熊野市立有馬中学校・節がある板材を利用したベンチ



 

埼玉県ときがわ町立玉川中学校・無垢材を生かしたアリーナ壁



福島県只見町立只見小学校・吹抜けホール



 

高知県土佐市立波介小学校・丸太のベンチ

神奈川県横浜市立港北小学校・子どもたちに触れられ黒光りした丸太



神奈川県横浜市立矢向小学校・デン（語らいコーナー）

富山県滑川市立西部小学校・線的に天井、壁に木を使用した廊下

山梨県立北杜高等学校・オ－プンスペ－スの談話コーナー

神奈川県横浜市立港北小学校・五線譜（掲示板）

三重県熊野市立有馬中学校・トイレ壁の木質化



 

福井県越前市立白山小学校・床、壁の木質化



福島県飯舘村立飯樋小学校・壁の木質化 長野県麻績村立麻績小学校・木質建具

神奈川県横浜市立港北小学校・木質格子天井











学校施設における木材使用の促進について（通知）

昭和60年8月20日　文教施第137号

各都道府県教育委員会教育長あて　

文部省教育助成局長通知

別添　参考資料

学校施設への木材使用について



学校施設における木材使用の促進について（通知）

昭和60年8月20日　文施指第67号

各都道府県知事あて　

文部省大臣官房文教施設部長通知

学校施設における木材使用の促進について（通知）

昭和60年8月20日　文施指第67号

各国立学校長・各国立大学共同利用機関長

・大学入試センター長あて

文部省大臣官房文教施設部長通知



学校施設における木材使用の促進について（通知）

平成8年12月26日　国教第6号

各都道府県教育委員会教育長あて　

文部省教育助成局長通知

学校施設における木材使用の促進について（通知）

平成8年12月26日　国施第44号

各国立大学校長・各大学共同利用機関長

・大学入試センター長・学位授与機関長

・国立学校財務センター所長あて　

文部省大臣官房文教施設部長通知

学校施設における木材使用の促進について（通知）

平成8年12月26日　国施第44号

各都道府県知事あて　

文部省大臣官房文教施設部長通知

木材の利用促進について

平成8年12月13日　８林野流第120号

文部省官房長・教育助成局長あて

林野庁長官通知



公共施設等における木材の利用促進について

平成10年1月14日　9－10

木材利用推進関係省庁連絡会議構成員

・文部省教育助成局施設助成課長あて　

林野庁木材流通課長通知

（別添） ９　－　１０

平成10年1月14日

各都道府県林務担当部長　殿

林野庁木材流通課長

公共施設等における木材の利用促進について

学校施設における木材使用の促進について（通知）

平成10年1月23日　10国教施第１の３号

各都道府県教育委員会施設主管課長あて　

文部省教育助成局施設助成課長通知



学校施設における木材使用の促進について（通知）

平成16年4月30日　16施施助第3号

各都道府県教育委員会施設主管課長あて

文部科学省大臣官房文教施設企画部

施設助成課長通知

環境への負荷が少ない木材・木製品の率先利用について

平成16年3月30日　15林政木第162号

文部科学省初等中等教育局施設助成課長あて

林野庁木材課長通知





法 政令 告示など 

建築物の外壁又は軒裏の構造のうち、防火性能に関して政令で定める 
基準 

Ｑ２4 法　第２条第八号 
令　第１０８条 
令　第１０９条の６ 

準耐火建築物の基準に適合する建築物 Ｑ２4 法　第２条第九の三号 
令　第１０７条の２ 
令　第１０９条の２の２ 
令　第１０９条の３ 

告　第１３５８号 

耐火建築物又は準耐火建築物としなければならない特殊建築物 Ｑ２４ 
Ｑ33

法　第２７条 令　第１１５条の２の２ 

防火地域又は準防火地域内の建築物の屋根に関する技術的基準 Ｑ２４ 法　第６３条 令　第１３６条の２の２ 告　第１３６５号 

耐火建築物の基準に適合する建築物 
Ｑ２４ 
Ｑ２５ 
Ｑ２６ 

法　第２条第九の二号 

令　第１０７条 
令　第１０８条の３ 
令　第１０９条 
令　第１０９条の２ 

告　第１３９９号 

特定行政庁が指定する区域内にある建築物の屋根の構造 
Ｑ２４ 
Ｑ２６ 

法　第２２条 令　第１０９条の５ 

木造建築物等である特殊建築物の外壁・軒裏で延焼のおそれがある 
部分の構造 

Ｑ２４ 
Ｑ２６ 

法　第２４条 

防火地域内の建築物 
Ｑ２４ 
Ｑ２６ 

法　第６１条 

準防火地域内の建築物 
Ｑ２４ 
Ｑ２６ 

法　第６２条 

建築物の延焼のおそれのある部分 Ｑ２６ 法　第２条第六号 

耐火建築物、準耐火建築物の防火区画について Ｑ２６ 令　第１１２条第１項～第１６項 

特定行政庁が指定する区域内にある建築物の外壁で延焼のおそれの 
ある部分の構造を準耐火性能に関して政令で定める基準 Ｑ２６ 法　第２３条 令　第１０９条の６ 

大規模の木造建築物等（延べ面積＞１，０００㎡）の外壁・軒裏で延焼 
のおそれがある部分の構造 
※同一敷地内に２以上の木造建築物等がある場合は、その延べ面積 
　の合計 

Ｑ２６ 法　第２５条 

防火壁の設置 Ｑ２６ 法　第２６条 
令　第１１３条 
令　第１１５条の２ 

教室等の主要な間仕切り壁の構造、小屋裏の隔壁の構造 Ｑ２６ 法　第３０条 令　第１１４条第２項～第４項 

建築物の敷地、構造及び建築設備の実施、又は補足するため必要な 
技術的基準 Ｑ２６ 法　第３６条 

１の敷地とみなすこと等による制限の緩和 Ｑ２６ 法　第８６条 

特殊建築物等の内装仕上材への規制 Ｑ４４ 
法　第３５条の２ 
法　第３５条の３ 

令　第１１１条 
令　第１２２条 
令　第１２３条 
令　第１２８条の３の２ 
令　第１２８条の４ 
令　第１２９条第５項、第６項 

東京都 
建築安全条例第１２条 

Ｑ3３ 

建築物の安全上必要な構造等について Ｑ２３ 法　第６条 
法　第２０条 

令　第３６条の２ 
令　第８１条～第９９条 

国土交通省 
告示第５９３号 

学校の木造校舎の基準 
構造耐力上必要な軸組等 

Ｑ２３ 

Ｑ２３ 

令　第４８条 
令　第４6条 

木造の建築物の防腐措置 Ｑ２３ 
Ｑ２4

令　第４９条 

大規模の建築物の主要構造部について Ｑ２５ 法２１条 令　第１０９条の４ 
令　第１２９条の２の３ 

敷地内の通路 Ｑ２７ 

告　第１901号 

告　第１902号 
告　第１380号 

告　第１898号 
告　第１899号 

令　第１２８条 
令　第１２８条の２ 

建築物の建築等に関する申請及び確認 Ｑ２８ 
法　第６条 
法　第６条の２ 

建築物に関する完了検査 Ｑ２８ 法　第７条 法　第７条の２ 

建築物に関する中間検査 Ｑ２８ 法　第７条の３ 法　第７条の４ 

検査済証の交付を受けるまでの建築物の使用制限 Ｑ２８ 法　第７条の６ 

建設リサイクル法に基づく届け出 Ｑ２８ 

建設工事に係る資材 
の再資源化等に 
関する法律 
第２条 
第６条 
第１０条 

建設工事に係る資材の再資源 
化等に関する法律施行令 
第１条 
第２条 

建築物への消防法の規制 
Ｑ２８ 
Ｑ２９ 

消防法 
第７条 
第８条 
第８条の３ 
第１０条 
第１１条 
第１７条 

消防法施行令 
第７条～第４１条 

総務省令（規５の２） 

本表に用いる特記外の略語 

法： 建築基準法 

令： 建築基準法施行令 

一般 

告： 建設省告示 

防火： 学校施設を木造で計画する際の防火に関する規制 
構造： 

一般： 

学校施設を木造で計画する際の構造に関する規制 

学校施設を木造で計画する際の防火・構造以外の規制 

区分 建築物への規制内容 
該当 
Ｑ番号 

根拠となる法、政令、告示 

防火 

構造 







a.快適な空間づくりとして 
37%

b.地域振興として 
17%

c.木のもつ機能性を活かして 

17%

d.エコスクールの一環として 

11%

e.地域のシンボルとして 

7%

f.伝統の継承として 
4%

その他 
7%

g.地域振興に 
つながる 

3%

その他 
8%

e.木の特性を活かした 
デザインとなっている 

3%

h.校舎を通じ木の 
教育ができる 

3%

f.清掃を通した 
教育が可能 

3%

d.伝統が継承 
されている 
3% c.エコスクールとして 

環境に配慮されている 

8% b.木のもつ機能が 
活かされている 

31%

a.快適で 
ある 
38%



a.維持管理に時間や 
お金がかかる 

58%

b.建設費が高い 
13%

d.大規模の木造 
校舎は建設に 
あたっての 
課題が多い 
6%

その他 
10%e.耐火性がない 

3%

c.材料の調達 
が難しい 
10%







I V

F

G H

L T

内装が木質化されている 
混合構造となっているのは、校舎が混合構造である学校 



※１断熱性能の地域区分（エネルギー使用の合理化に関する法律）から

※２建築のエネルギー消費を基本データにより初期審断するためのツール

(社)日本建築家協会





構造・ 
階数 

延床面積 
100

200

-

200

400

0

300

600

10

400

800

20

500

1000

30

600

1200

40

700

1400

50

800

1600

60

900

1800

70

1000

2000

80

1100

2200

90

1200

2400

100

1300

2600

110

冷暖房 
負荷 

地域区分 
都道府県名 建築年 

（校舎） 

エネルギー消費量:MJ/㎡年 
単位面積当たりエネルギーコスト:円/㎡年 

CO2排出量:kg-CO2/㎡年 
調査対象校 

校舎 

A2小 R3 4,137 1970

A3小 R3 3,712 1966

A4小 R3 4,976 1979

A5小 R3 4,698 1981

A6小 R3 2,361 1977

B1中高 R3
W2 16,489 2004

B2高 R4 13,969 2003

B3高 R4 9,498 2001

B4高 R4 11,499 1997

Ⅱ B5高 R4 6,571 2003

C1小 R4 2,926 2001

C2小 R3 2,388 1979

C3小 R4 2,203 1964

C4中 R4 2,369 1987

C5中 R3 2,355 1979

C6中 R2 1,665 1976

D1小 R2 3,440 2004

D2小 R2 4,208 1981

D3小 R3 1,799 1983

D4中 R3 4,867 1987

E1小 W2 2,456 2006

E2小 R2 2,422 1994

E3小 R3 2,513 1996

E4小 R3 2,703 1986

E5小 R3 2,102 1985

F1小 R3 3,479 1984

F2小 R3 2,946 1991

G1小 R3 4,236 1975

G2小 R3 4,866 1993

G3小 R3 4,239 1994

G4小 R3 4,528 1980

G5小 R4 4,522 1983

H1小 R4 5,928 1974

H2小 R4 6,009 1972

H3小 R4 5,848 1979

H4小 R4 7,442 1981

H5小 R4 5,969 1975

H6小 R4 5,846 1984

1971

1972

1994

1978

H7小 R4 8,064

H8小 R4 7,718

H9小 R4 5,143

H10小 R4 4,710

Ⅳ 神奈川県 

Ⅲ 

Ⅲ 

埼玉県 Ⅳ 

Ⅱ 

Ⅳ 

秋田県 

福島県 

群馬県 

A1小 W2 3,743 2004 434
18 891

417
21 995

529
29 1359

211 548
11

343
822

236
546 13

799
163939

421
90320

739
37 2201

595
28 1664

689
34 1462

604
33 1193

441
22 938

441
24 939

505
26 1017

255
11 804

74438
1509

447
21 962

395
20 930

566
125427

334
16 915

432
18 1235

284
13 804

235
11 1025

490
22 1586

513
23 1659

179
8 550

289
13 889

315
13 1272

320
14 1499

302
13 1687

305
15 1495

245
11 1246

395
164218

424
20 2441

19
414 2374

421
19

2240

452
21 2398

428
20 2036

285
13 1700

223816
334

105946
3047

1665377
16

18

Ⅱ 

※ 

木材を活用した学校施設のエネルギー消費に関する調査表まとめ



構造・ 
階数 

延床面積 
100

200

-

200

400

0

300

600

10

400

800

20

500

1000

30

600

1200

40

700

1400

50

800

1600

60

900

1800

70

1000

2000

80

1100

2200

90

1200

2400

100

1300

2600

110

冷暖房 
負荷 

地域区分 
都道府県名 建築年 

（校舎） 調査対象校 

校舎 

H11小 R4 5,734

H12小 R4 5,803

H13小 R4 5,767

H15中 R4 5,970

H16中 R4 5,916

H17中 R4 7,212

H18中 R4 5,413

H19中 R4 5,886

H20中 R4 5,428

H21中 R3 6,958

I1小 W2 5,886 1998

1998

1983

1981

1971

1975

1980

1975

1973

1984

1984

1983

I2小 R4 7,460 1979

I3小 R3 5,208 1982

I4小 R4 6,368 1978

I5小 R4 7,209 1979

I6小 R4 4,735 1970

H14中 R4 6,290

Ⅳ 神奈川県 

135116
363

422
19 1565

565
25 1881

289
12 817

390
16 1307

233
10 857

359
15 1165

237
10 637

286
13 1597

409
17 1395

972
41 2113

91347
1354

861
491157

1021
581330

1075
611342

787
1077 44

701684
1258

J1小 W・RC 3,871 2006

J2小 W2・R2 2,443 2002

J3小 R3 3,317 1989

J4小 R2 3,676 1994

J5小 R3 2,568 1987

Ⅳ 石川県 

256

408
18 851

325
15 794

399
17 842

305
15 819

10 629

K1小 R2 6,259 2002

K2小 R3 5,066 1981
Ⅳ 富山県 

465
23 1283

443
24 1164

L1小 R3 3,366 1970

M1養 R+W2 7,094 2006

M2養 R2 6,349 1982

M3養 R2 5,813 1984

M4養 R2 4,967 1978

長野県 Ⅳ 

Ⅳ 

Ⅳ 

Ⅴ 

600
30 1710

40
896

2021

39
723

1821

801
42 1718

56
1041

2178

N1中 R3 4,104 2005

N2小 R3 3,110 1979

N3小 R3 3,510 1986

N4小 R3 2,425 1997

N5小 R3 3,165 1957

N6中 R3 3,785 1971

三重県 

167
485 7

214 9 755

9582
218

275 12 727

182 8 603

182
7478

O1小 R+W2 3,536 2006

O2小 R+S2 2,266 1971

O3小 R+S3 5,987 1974

O4小 R+S3 6,702 1980

O5小 R+S3 3,274 1976

O6小 R+S3 2,811 1983

奈良県 

276
11 808

294
14 1083

158 7 620

158 7 577

213 10 863

237 9 777

P1小 R+W2 2532 2006

P2小 R2 2,497 1979
岡山県 

675
26 1722

511
21 1384

※ 

エネルギー消費量:MJ/㎡年 
単位面積当たりエネルギーコスト:円/㎡年 

CO2排出量:kg-CO2/㎡年 



構造・ 
階数 

延床面積 
100

200

-

200

400

0

300

600

10

400

800

20

500

1000

30

600

1200

40

700

1400

50

800

1600

60

900

1800

70

1000

2000

80

1100

2200

90

1200

2400

100

1300

2600

110

冷暖房 
負荷 

地域区分 
都道府県名 建築年 

（校舎） 調査対象校 

校舎 

Ⅳ 

※ 

岡山県 

P3小 R3 2,006 1993

P4小 R3 2,593 1969

P5小 R2 2,523 1986

414
18 1705

354
16 1355

470
21 1362

Q1中 R3 4,170 1989

Q2中 R4 3,679 1995

Q3中 R3 3,131 1993

Q4中 R3 4,957 1985

Q5中 R2 3,881 1991

R1小 W1 3,636 2003

Ⅴ 

Ⅴ 

Ⅴ 

Ⅳ 

Ⅳ 

山口県 

405
16 1055

345
15 1187

296
13 913

305
12 856

315
13 1211

373
15 853

S1中 R4 5,370 2004

S2中 R3 5,457 1990

S3中 R4 5,862 1983

S4中 R4 5,036 1983

S5中 R4 5,823 1983

S6中 R4 3,054 1981

T1小 R3 6,444 2004

T2小 R4 3,149 1984

T3小 R4 2,749 1984

U1小 W2 1,793 2006

U2小 R3 1,849 1965

U3小 R2 1,422 1974

U4小 R3 1,527 1979

U5小 R3 1,450 1977

U6小 R3 3,108 1980

高知県 

367
15 1118

301
12 913

263
11 798

298
12 989

234
9 699

497
20 1916

56723 1501

284
12 791

242
63710

243
67111

205
6639

216
9 754

356 85815

270
12 843

166
5537

V1小 W1
R2+S 6485 2006

V2小 R4 4,841 1983

V3小 R3 5,091 1988

V4小 R4 5,318 1993

V5小 R4 5,528 1980

福岡県 

407
16 1013

372
17 1580

334
14 955

364
16 1188

354
16 1100

W1小 W1 2,327 2005

W2小 R3 1,881 1973

W3小 R3 2,550 1974

W4中 R3 2,208 1999

W5中 R3 2,939 1996

W6中 R2 1,830 1986

佐賀県 

935
50963

266
11 790

186
5478

309
12 888

189
8492

415
18 1079

X1中 W1・R4 2,799 2006

X2中 R3 3,330 1989

X3中 R3 3,115 1980

X4中 R3 4,180 1974

X5小 R3 3,302 2004

X6小 R3 3,401 1990

※　断熱性能の地域区分（エネルギー使用の合理化に関する法律）　 

� 熊本県 

688
28 1888

250
65410

243
10 610

382
16 1025

215
9557

323
15 1017

エネルギー消費量:MJ/㎡年 
単位面積当たりエネルギーコスト:円/㎡年 

CO2排出量:kg-CO2/㎡年 
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章 節 用語 解　　　　　　　　　説 
該当ページ 
若しくはQ

1 1 木目 
木材の表面に出ている模様のこと。 
木材に対して平行で真直ぐな線として出ている場合は正目（柾目）といい、山 
形や不規則な波形などの曲がった線として出ている場合は板目という。 

1 1 成熟材 
成長して１５年以上の部分を使った木材のこと。未成熟材より強いと言われ 
ている。 

1 1 未成熟材 
１５年未満の部位を使った木材のこと。成長途中の材であるため、強度など 
が弱いとされている。 

1 2 デン 
多目的に用いることのできる小部屋や小スペースのこと。語源は鳥や獣の 
巣を表すDenから。 

1 4 合板フラッシュ 骨組みの両面若しくは片面から合板を接着剤で張り合わせたもの。 

2 【共通編】1 下草刈 植付けした苗木が十分に成長できるように、周りの雑草を刈る作業のこと。 Q4

P10

P10

P11

P22

P28

2 【共通編】1 枝打ち 
発育を促したり、節のない良い材を得るために樹木の下枝を切り払うこと。 
枝下ろしともいう。 

Q4

2 【共通編】4 根継ぎ 柱や土台などの腐った部分を取り除き、新しい材料で継ぎ足すこと。 Q18

2 仕口 
部材を組み合わせるときの接合部分のこと。作り方によって、軸組あるい 
は、建物全体の強度にも影響する。仕口部分を金物で補強することも多い。 

Q40【木造（混合構造）編】3

2 【木造（混合構造）編】2 筋違い 
柱と梁で四角形に囲まれた軸組に対角線状に入った補強材のこと。地震や 
強風などによる横揺れの動き（水平力）に抵抗して、四角い軸組みがひし形 
に歪むのを防ぐ。「筋交い」「筋違い」ともいわれる。 

Q31

建築材料の力学的性質を表す係数で、木造建築物を設計する際に、 
部材の断面寸法を決定するのに用いられる。 

2 【木造（混合構造）編】2 ヤング係数 Q32
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